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日本の僧侶が発案した世界平和イベ ント､ 4 0 日間の感動 ドキ ュ メ ンタリ ー

｡
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B E F R E E!
原爆の残り火を､ パ レスチナ ヘ

ア ー スキャラバン2 0 T 5

H 3 0 .I .2 さ( 8 ) 1 3 :3 0 開場 1 4 :0 0 開演 ～ 参加費 1 0 0 0 円
( 上映後 ､ 監督とのお話会あり =

【場所】名取駅1 階西 口プラザホ ー ル 表示高姦畠妄)議表iJ 1 5
【申込 ･ 聞合】B 巨F R E ∈鳩 取 土映会実行委員会:0 9 0 - $ 矧 _ 5 3 51 ( 担当: 高橋)



日本人 に似て従順なル ワン ダ人は､ お上

の命令で､ 自国民 80 万 人を虐殺 した｡

イ ス ラ エ ル 空軍兵士は､ 国の ためなら､

誰 で も殺してい い とい う気持ちにきせら

れた｡ 長 崎被爆者は､ ア メリカ兵を殺そ

うと思 っ て い た｡ 恐ろ しい こ とに､ み な

優しい人たちだっ た
…

｡

神様 の 呼び名が違 っ て い るだけで､ 宗教

が違 っ てい て も､ 実は同じ神を信じてい

る｡ 宗教の 根本原理も同じだ｡ 愛 ､ 寛容､

互 い に親切である こと｡ か つ て パ レス チ

ナでも何百年間もの間､ ユ ダヤ教徒とイ

ス ラ ム教徒が仲良く共存できていたとい

う｡ そう､ 宗教 を悪用する人が
…

｡

パ レス チナが テ ロ 攻撃をす るから､ イス

ラ 工 ルが報復で空爆する｡ ユ ダヤ教徒と

イスラム教徒の争 い｡ それが､ マ ス コ ミ

の報道 で伝えられて い る ことだ｡ しかし､

その 報道が真実 ではなか っ たとしたら?

すべ ては､ この 映画の 中に答えが
…

｡

日本 ･ ヨ ー ロ ッ パ ･ 中東｡

世界中の人が ､ ア ー ス キ ャ ラバ ン で立ち上が っ た /

俳優 ･ 鶴見辰吾さん

｢私たちの怒りや闇しみや欲望から起こる戦争は､ 私たちの手で止める事ができるはずだと思います｡

ア ー スキャ ラバ ン の火が､ 世界の平和の火となっ て世界中を灯すことを願っ ております｡ ｣

音楽家 ･ 原田真二さん

｢ 一

人の人の変化｡ これが､ ものす ごい大きな変化を生み出すんですね｡ 私にそんな声はない よ

なんて ､ 決して思わない でい ただきたいんです｡ 世界を変えるカをみんなが持う て いるんです盲｣

被爆者の想い を乗せた原爆の残り火 が､ ピ
ー スサイクリン クで日本を縦

帆 誰も望まなし､ のに戦争が起こるカラクリが､
~
元イスラエル軍兵士 ら

の証 言で明 らかになっ ていく ｡ そ して舞台は ヨ
ー

ロ ッパ へ ｡ 原爆の残り火に感動した世界

中の人 々が ｢違 い｣ を乗り越えつ ながっ てい く ｡
一 方､ アウシ ュ ビッ ツでは｢違い｣ の ため人々

が迫 害 きれた歴史 に出会 う｡ はた して人間 は､ 国籍や人 種や宗 教の ｢違 い｣ を乗 り遇 え

るこ とがで きるのか ? そ して､ つ い に原爆の残り火は､ 今なお戦争がつ づくイスラエル
･

パ レスチナ へ パ レスチナ人 は本当にテ ロリス トなのか? 本当にユ ダヤ教とイス ラム教の

宗教戦争な のか? 我々が目撃 したのは､ マ ス コミが伝えない パ レスチナの真実だっ た !

監暦 ･ 捉彰
･

編従 : 鈴木聡/

編貼構成 : 矢吹涼子/ 編集 :

中村幸恵朗( ダダ ビ) ､ 坂谷
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陽子/ その他たくざんの ボラ
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この映画は作られました ｡
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